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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

「富士山展　－宝永噴火３００年－」職員研修で見学しました

美術館ビオトープのアシ刈りを行いました

河口湖フィールドセンター周辺の風物詩　（２）氷筍（ひょうじゅん）

ショート・ニュース

　1月８日、河口湖フィールドセンターの職員研修で、国立科学博物館で開催されていた「富士山展-宝永噴火３００年-」（創

立１３０周年記念）を見学しました。

　富士山がどのようにして出来上がってきたかが、パネルや実物をつかってわ

かりやすく展示され、浮世絵や富士山信仰についての展示もあり、自然科学と歴

史・文化から総合的に富士山が解説されていました。その一部として、河口湖

フィールドセンター所蔵の溶岩樹型（写真）や火山弾、ビジターセンターや鳴沢

村所蔵の溶岩石筍（せきじゅん）・溶岩球なども展示されていて、富士山の北麓

が地学的にも大変重要な場所であることを改めて実感しました。また、津谷弘

達先生の富士山総合学術調査でのフィールドノートを見ることが出来たのも大

きな収穫でした。

　毎年２月に行っている河口湖畔ビオトープのアシ刈りを、東京農工大学・山梨大学・都留文科大学の学生など4名に協力し

てもらい、１９日に実施しました。大石公園ビオトープは自然生活館で手入れして

下さっており、八木崎公園も公園管理の方がアシ刈りも行って下さっていますの

で、例年美術館と大池公園のビオトープのアシ刈りを行っています。今年は、観

光課で大池公園の氷のモニュメントづくりに合わせてアシを刈って下さいまし

たので、美術館ビオトープだけ実施しました。上流の半分は、ゲンジボタルの主

な生息範囲なのでアシやススキなどを刈り、下流の半分は水路に沿ってアシ刈

りを行いました。２年連続で見つかっていたカヤネズミの巣は、今回は見つかり

ませんでした。今年は例年に比べて雪が多かったので刈り切れませんでした

が、軽トラック１台分のアシを富士山の日の大焚火に使っていただけました。

　冬になると溶岩樹型の中に氷筍ができますが、それがどうやってできるのか

を観察するため、２００７年１２月末から定期的に写真とビデオで撮影を続けていま

す。１２月末には、まだ数cmの高さだった氷筍も1月中旬には長いものは５０ｃｍ程

になり、１月下旬には一部は折れ奥の氷筍が急激に成長しましたが、２月に入って

寒さが増すと５０ｃｍ前後の氷筍が１０本以上の状態で２週間以上変わりませんで

した。しかし、気温が急上昇した下旬には一部が溶けてしまいました。こうした

変化を見てみると、積雪と外気温・溶岩樹型内の気温の絶妙なバランスでつくら

れていることが推定されます。

・３月１０日のNHK甲府放送午後６時１０分からの番組で、ニホンリスの変わった生態など「冬の富士山」の様子が河口湖フィ　ー

ルドセンターで収録され、放送される予定です。

・２００８年７月１９日から１１日間開催予定のアースウォッチ国際プロジェクト（自然共生研究室主催）もすでに定員に達し、アメ

　リカとオーストラリアから７名のボランティアが参加下さる予定です。
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澤
田
先
生
の
お
話
　

(

要
旨
の
み)

　
過
日
、
甲
府
の
県
立
文
学
館
で
の
講
演
で
聞
い

た
、
あ
る
大
学
教
授
の
「
共
働
き
」
と
言
わ
ず
「
共

育
て
」
を
、
と
の
話
や
先
輩
委
員
の
退
職
し
て
か

ら
「
お
ー
い
お
茶
」
か
ら
「
お
ー
い
お
茶
だ
よ
」
に

変
わ
っ
て
き
た
話
、
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
興
味
深
く

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
話
を
聞
く
う
ち
、

少
し
ず
つ
自
分
自
身
の
考
え
を
変
え
て
い
か
ね
ば

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
た
だ
我
慢
す
れ

ば
い
い
」
で
通
し
て
き
た
こ
と
も
本
当
に
そ
れ
で

よ
い
の
か
と
疑
問
に
思
い
、
解
決
に
向
か
っ
て
努

力
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
考
え
を
変
え
る
こ
と
で
、
回
り
も
少
し

ず
つ
変
え
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
共
同
体
を
変
え
る
こ

と
は
出
来
な
く
て
も
、ま
ず
は
身
近
な
共
同
体
で
あ
る
家
庭
か
ら

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
や
が
て
社
会
改
革
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
、

と
大
そ
れ
た
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
家
は
た
だ
い
ま
、娘
夫
婦
と
孫
の
三
世
代
が
同
居
中
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
普
及
率
は
、
老
夫
婦
・
若
夫
婦
間
の
温
度

差
が
甚
だ
し
く
今
流
行
用
語
の
格
差
社
会
そ
の
も
の
で
す
。
で
も

最
近
、
古
夫
が
ゴ
ミ
出
し
を
し
て
家
事
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
男
と
女
は
同
格
で
あ
っ
て
も
同
質
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
互
い
を
庇
い
あ
い
、
尊
重
し
て
こ
そ
真
の
男
女
共
同
参

画
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成
生
ま
れ
が
成
人
に
な
ろ
う
と
す
る

現
代
、
男
女
共
同
参
画
社
会
な
ど
と
今
更
唱
え
て
…
と
言
わ
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ま
だ
ま
だ
男
尊
女
卑
の
悪
習
か
ら

抜
け
き
れ
な
い
で
い
る
男
性
が
多
い
の
も
現
実
で
す
。
身
近
な
相

手
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
素
直
に
言
え
る
よ

う
に
な
る
だ
け
で
、
大
分
解
決
す
る
の
に
と
思
う
の
で
す
が
、
私

自
身
な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、一
人
で
も
多
く
の
人

が
男
と
女
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
ら
、
推
進
委
員
と
し
て
の
確
か
な
活
動
に
な
る
の
で
は
と

勝
手
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
団
塊
世
代
が
第
二
の
人
生
を
歩
み
始

め
ま
し
た
。
私
ど
も
夫
婦
も
年
金
暮
ら
し
に
入
り
ま
す
。
残
さ
れ

た
人
生
、お
互
い
を
思
い
や
り
過
ご
せ
た
ら
…
。

　
　
　
　
　
　
　 

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
小
佐
野
絹
子

男女共同参画男女共同参画

輪・和・話輪・和・話輪・和・話

富士河口湖町女性交流センター

通信

男
性
の
心
意
気 

～
料
理
に
挑
戦
～

2
月
16
日
実
施

　
寒
さ
の
中
、
早
々
と
会
場
に
集
っ
た
男
性
方
、
40
代
か
ら
70

代
ま
で
と
年
齢
差
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
や
る
気
十
分
、

身
支
度
も
凛
々
し
い
。「
母
ち
ゃ
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た
よ
」

「
妻
が
外
出
が
多
い
の
で
、
自
分
で
作
ろ
う
と
思
っ
て
」「
家
で

の
自
立
を
考
え
て
ね
」「
背
中
を
押
さ
れ
、
自
信
は
な
い
け
ど
」

「
家
内
が
病
気
に
な
っ
た
ら
困
る
か
ら
」
な
ど
、
男
性
の
率
直
な

気
持
ち
が
語
ら
れ
て
作
業
が
始
ま
る
。
栄
養
士
さ
ん
の
献
立
説

明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
、
い
よ
い
よ
実
習
に
入
る
。

　
熱
心
な
眼
差
し
の
中
で
料
理
は
手
際
よ
く
楽
し
く
す
す
め

ら
れ
、
男
性
の
方
々
が
自
ら
料
理
を
し
た
意
気
込
み
の
満
足
気

な
風
情
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
食
後
、
澤
田
洋
一
先
生
の
講
話
を
拝
聴
し

た
。
先
生
の
人
生
体
験
を
通
し
て
語
ら
れ
た

温
情
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
振
り
に
魅
了

さ
れ
た
。
　

懇
談
の
中
で
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
初
め
て
の
経
験
だ
が
楽
し
か
っ
た
。

・
早
速
我
家
で
や
っ
て
み
る
。

・
今
ま
で
は
食
器
を
片
付
け
る
く
ら
い
だ
っ
た
が
こ
の
献
立

　
で
家
族
を
び
っ
く
り
さ
せ
よ
う
と
思
う
。

・
一
回
で
は
無
理
。
継
続
し
て
や
り
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
。

・
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
味
噌
こ
ろ
が
し
」
に
も
挑
戦
し
た
い
。

・
簡
単
な
「
漬
物
」
も
覚
え
た
い
。

・
次
回
も
喜
ん
で
参
加
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
男
性
の
い
き
い
き
と
し
た
ご
意
見
が
あ
り
、

有
意
義
に
開
催
で
き
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

　
　

　
都
留
市
民
を
対
象
に
、「
ヤ
ン
ミ
ー
ス
ク

ー
ル
」
を
主
宰
し
て
十
七
年
が
経
過
し
た
。

七
十
数
回
の
教
室
を
開
い
て
き
た
が
、
そ

の
つ
ど
新
し
い
献
立
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
私
は
、
料
理
作
り
が
好
き
で
、
少
年
の
頃

は
父
を
喜
ば
せ
、
教
師
時
代
は

同
僚
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た
結

婚
後
は
、
家
族
の
た
め
に
と
台

所
に
立
ち
、
気
軽
に
作
り
続
け

て
い
る
。と
に
か
く
作
る
楽
し
さ
、

褒
め
て
も
ら
う
喜
び
、
そ
れ
が

自
ら
の
活
力
源
と
な
っ
て
「
生

涯
現
役
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
男
性
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
を

機
に
勇
気
を
出
し
て
挑
戦
し
て

ほ
し
い
。

　
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ま
ず
は
「
じ

く
」を
出
し
て
台
所
へ
立
つ
こ
と
。

包
丁
な
ど
の
器
具
を
使
い
こ
な

す
こ
と
。
作
る
手
順
を
正
し
く

理
解
し
て
、
レ
シ
ピ
を
よ
く
見

る
こ
と
。
盛
り
付
け
を
工
夫
し

て
お
い
し
く
見
せ
る
よ
う
に
。
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４月８日（火）
（飯島獣医師）

４月９日（水）
(小林獣医師)

４月11日（金）
(小林獣医師)

４月14日（月）
(飯島獣医師)

４月16日（水）
(飯島獣医師)

４月17日（木）
(小林獣医師)

４月18日（金）
(小林獣医師)

４月25日（金）
(小林獣医師)

本栖公民館

精進出張所

精進諏訪神社

大嵐出張所

足和田出張所

西湖ドライブイン

リゾ－トくわるび

根場みはらし前

西湖公民館

小立福祉センタ－

大石出張所

午前11時00分～11時30分

上九一色出張所 午後１時～３時

河口出張所 午前９時～１２時

勝山出張所 午前９時～１２時

本町通商店街駐車場 午前９時～１２時

富士河口湖町役場
午前９時～午後１時
午後 2時～３時30分

午前10時15分～10時40分

午前 9 時45分～10時00分

午後  1時20分～ 1時40分

午前11時20分～11時50分

午前10時55分～11時10分

午前10時30分～10時45分

午前10時00分～10時15分

午前 9 時30分～ 9時50分

午前９時～１２時

午前９時～１２時

登 録 手 数 料

予 防 注 射 料

注射済票交付手数料

合　　　　　　　計

登録済 新規登録 再登録

3,000円 1,600円

2,850円 2,850円

550円 550円

6,400円

2,850円

550円

3,400円 5,000円

◎手数料等

◎日時と場所

　平成２０年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で行います。直接獣医へ行けない場合で、生後３

か月以降の犬は、必ず最寄の会場で登録と注射を済ませてください。

犬の登録と狂犬病予防注射について

☆円滑な受付のため、お釣りが出ない

　ようご協力ください。

☆首輪が抜けないよう、きつめに締め

　てお越しください。

☆後日、発送する狂犬病予防注射の案

　内通知は必ず持参して下さい。通知

　が送付されない場合は、犬の鑑札等

　を持参して下さい。登録が確認でき

　ない場合、新規登録又は再登録とな

　ります。

※犬の放飼いは、周辺住民に大変な迷

　惑をかけます、必ずつないで（夜間

　も）飼いましょう。（県条例でも禁止

　されています。）

※犬を散歩させた時、ふんをしたらき

　ちんと後始末をしましょう。

●問合先　　

　　　環境課　生活環境整備係

　　　　　　　　　℡　72-3169

尚、随時（後日獣医訪問）で受ける注射料金は、4,050円、2頭目からは、3,550円となります。

注 意 事 項

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

三月の誕生石：　アクアマリン(藍玉)

象徴する言葉：沈着、勇敢、聡明

語原：ラテン語のaquamarina(海の水) 

硬度：７.５～８

比重：２.６８～２.７３

届折率：１.５７０-１.５７５ ～１.５８０-１.５８６

化学式：Ｂｅ３Ａｌ２Ｓｉ６Ｏ１８

結晶系：六方晶系

主産地：ブラジル、ロシア、スリランカ、

　　　インド、マダガスカル、ザンビア

　
開
高
健
は
、
彼
の
遺
作
『
珠
玉
』
で
ア
ク
ア
マ
リ
ン
を

船
板
一
枚
隔
て
た
厳
し
い
海
と
接
す
る
船
乗
り
た
ち
の

お
守
り
と
し
て
紹
介
し
、
そ
し
て
、
珊
瑚
礁
の
透
き
通

っ
た
海
水
色
の
ア
ク
ア
マ
ン
は
穏
や
か
な
海
と
順
調
な

航
海
を
願
う
安
全
の
象
微
で
あ
っ
て
、
人
が
唯
一
手
に

す
る
こ
と
の
で
き
る
海
の
青
さ
で
あ
っ
た
と
書
い
て
い

ま
す
。
神
話
で
は
海
の
精
の
宝
物
が
海
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
と
れ
る

場
所
は
山
の
中
の
花
崗
岩
地
帯
で
す
。

　
ア
ク
ア
マ
リ
ン
は
エ
ラ
ル
ド
と
共
に
鉱
物
学
で
は
ベ

リ
ル(

緑
柱
石)

と
呼
ば
れ
、
化
学
が
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
時
代
に
は
エ
メ
ラ
ル
ド
と
は
ま
っ
た
く
違
う
宝
石

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1
7
9
8
年
に
フ
ラ

ン
ス
の
化
学
者
ル
イ
・
ニ
コ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ク
ラ
ン
が
、
こ

の
石
か
ら
金
属
元
素
ベ
リ
リ
ウ
ム
を
発
見
し
た
こ
と

に
よ
り
同
種
の
鉱
物
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ベ
リ
ル
に
は
色
や
産
地
、
含
有
物
質
に
よ
っ
て
２２

の
名
称
が
与
え
ら
れ
、
例
え
ば
、
ピ
ン
ク
色
は
モ
ル
ガ
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
町
社
協
で
は
、
平
成
２０
年
３
月
２７
日
に
「
福
祉

の
集
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
午
前
は
、
福
祉
団
体
に
寄
付
し
て
下
さ
っ
た
方

へ
の
感
謝
状
贈
呈
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ

ー
及
び
福
祉
作
文
入
選
者
の
表
彰
、
午
後
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ロ
ビ
ー
登
録
の
団
体
及
び
個
人
が
一
堂

に
会
し
、
相
互
の
交
流
や
意
識
を
高
め
る
た
め
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
」
は
、
社
協
に

登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
替
で
運
営
を
行
っ

て
お
り
今
回
は
、
勝
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
流
石
喜

久
男
会
長
）
が
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
担
当
い
た

し
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
町
内
の
方
で
関
心

の
あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

費
は
、
無
料
で
す
。

　
日
時
：
平
成
２０
年
３
月
２７
日
（
木
）

　
　
　
　
　
１２
時
５５
分
～
１４
時
５０
分

　
　
　
　
　
（
受
付
　
１２
時
４０
分
）

　
場
所
：
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

　
内
容
：
講 

演

　
　
　
　
「
み
ん
な
　
お
な
じ
」

　
　
　
　 

～
と
も
に
生
き
　
笑
顔
輝
く
地
域
の
輪
～

　
講
師･

･

健
康
科
学
大
学 

福
祉
心
理
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
百
子
　
教
授

問
合
せ
：
町
社
協
（
電
話
７２
ー
1
4
3
0
）

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

　
　
　
　
　
　 

 
 

の
集
い
』
開
催 

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

　
　
　
　
　
　 

 
 

の
集
い
』
開
催 

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

　
　
　
　
　
　 

 
 

の
集
い
』
開
催 

火・木・土曜日

足和田・勝山方面

月・水・金曜日

帰り　芙蓉１５：１５　健康１５：２０

小立方面

帰り　健康１６：１０　芙蓉１６：１５

船津方面

帰り　健康１５：５０　芙蓉１５：５５ 

大石・河口・浅川方面

帰り　健康１５：００　芙蓉１５：０５

９:１５　西湖公民館前

９:１７　根場民宿組合前

９：２３　くわるび荘前

９：２５　湖畔キャンプ場前

９：３０　長浜郵便局前

９：３８　大嵐小前

９：４０　勝山分団詰所前

９：３５　天上山入口

９：３８　スズキ販売南

９：４０　高尾町　前富士前

９：４２　エビスヤ前

９：４４　富士登山観光前

９：４５　富士観光生活設部前

９：４８　金多゙ 留満前

９：５０　東変電所前

９：５１　食堂　岩松前

９：５２　三本杉（三井木工東）

９：５４　旧河口湖町役場前

９：５６　高田屋商店前

８：３９　ペンション村バス停

８：４０　湯口バス停

８：４３　流石薬局前

８：４５　大石出張所前

８：４７　魚　広　前

８：４８　伝統工芸館前

８：５０　大石公園入口

９：０３　梨川前（一竹館入口）

９：０４　西川橋東

９：０６　河口多目的広場

９：０８　津島神社前（さるやま）

９：１０　市村スタンド前

９：１３　浅川ホテル湖龍前

１０：１５　小立南信号（バイパス）

１０：１８　富士圧送前

１０：１９　八丁屋児童公園前

１０：２１　西村児童公園前

１０：２３　八丁屋公民館前

１０：２４　小立支所前

１０：２５　かね富士前

１０：２６　美容室パピヨン前

定休日　『芙蓉の湯』　　毎週火曜日

　　　　『健康プラザ』　毎週月曜日

ナ
イ
ト
、
黄
色
は
ヘ
リ
オ
ド
ー
ル
、
無
色
透
明
は
ゴ
ー

シ
ェ
ナ
イ
ト
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
ア
ク
ア
マ
リ
ン
は
、
わ
ず
か
な
明
か
り
で
も
見
事
に

輝
く
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
交
界
で
は
首
飾
り
や
指

輪
、
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
に
し
て
身
に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

エ
メ
ラ
ル
ド
と
は
対
照
的
に
イ
ン
ク
ル
ー
ョ
ン(

内
包

物)

が
極
め
て
少
な
く
、
比
較
的
大
き
な
カ
ッ
ト
石
に

加
工
で
き
る
こ
と
か
ら
非
常
に
見
栄
え
が
し
、
広
い
会

場
を
用
い
る
夜
の
社
交
場
な
ど
で
は
格
好
の
宝
石
と

し
て
愛
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
そ
の
淡
く
瑞
々
し
い
色
合
い
が
心
に
安

ら
ぎ
を
与
え
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
る
宝

石
と
し
て
広
く
一
般
か
ら
人
気
を
得
、
あ
ら
ゆ
る
ア
ク

セ
サ
リ
ー
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
良
質

の
ア
ク
ア
マ
リ
ン
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス

州
に
産
出
し
、
最
高
品
質
の
も
の
は
、
そ
の
採
掘
さ
れ

た
鉱
山
名
で
呼
ば
れ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
、
コ
ロ
ネ
ル
・

ム
ル
タ
は
そ
の
代
表
例
で
す
。
ま
た
、
ザ
ン
ビ
ア
、
イ
ン

ド
か
ら
、い
ま
だ
低
価
格
帯
の
も
の
が
主
で
す
が
徐
々

に
良
質
の
も
が
産
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
分
は
珪
酸
塩
鉱
物
に
ベ
リ
リ
ウ
ム
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
を
含
有
し
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
ブ
ル
ー
は
鉄
分
に

よ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
ベ
リ
ル
の
中
で
唯
一
エ
メ

ラ
ル
ド
だ
け
は
、
ま
っ
た
く
別
の
地
域
で
産
出
す
る

の
は
興
味
深
い
と
い
え
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、ブ
ル
ー
・

ト
パ
ー
ズ
や
ブ
ル
ー
・
ス

ピ
ネ
ル
を
ア
ク
ア
マ
リ

ン
と
取
り
違
え
て
購
入

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
購
入
先
に

良
く
確
か
め
る
こ
と
が

必
要
で
し
ょ
う
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
の
委
託
を
受
け
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
利
便
を
図
る
た
め
町
内

を
巡
回
し
、
町
営
温
泉
へ
の
送
迎
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
区
別
の
送
迎
の
曜
日
・
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
送
迎
対
象
者

　
７０
歳
以
上
の
方

　
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者

○
送
迎
コ
ー
ス

　
各
地
区
の
停
車
場
所
並
び
に
時
間
は

　
左
記
の
と
お
り
で
す
。

○
送
迎
実
施
日

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
大
石
・
河
口
・
浅
川
・
船
津

　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　
　
足
和
田
・
勝
山
・
小
立

『芙蓉の湯』及び『健康プラザ』への送迎を実施中
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こどみらキッズ
(ビクス)

こどみらベビー
(ビクス)

こどみらキッズつどいの広場
（栄養相談）

つどいの広場 つどいの広場

つどいの広場

※つどいの
　広場はお休み
　です。

つどいの広場

つどいの広場

森の映画会

春休み
体操教室

バターづくり

親子 de
ﾄﾗﾝﾎ゚ﾘﾝ

レッツ！
クライミング古代アクセ

サリーづくり

児童クラブ
申請締切日

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場
（子育相談）

つどいの広場
（子育相談）
みんなでﾜｲﾜｲ

つどいの広場

4/1 230 31 3 4

25 26

9

2423 27 28 29

18 1916

5

17 20 21 22

11 1210 13 14 15

申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、

各種教室のお申し込みは、申し込み当日の 午前８時３０分から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ど

も未来創造館窓口でも受け付けますので、お気軽にお尋ね下さい。

　★詳しくは子ども未来創造館においてある３月号の「こどみらだより」をご覧下さい。

休館日
(春分の日)

★最近落し物が目立っています。2ヶ月間は保管して

います。お心当たりの方は子ども未来創造館の窓口

までお問い合わせ下さい。

問い合わせ先 ℡ 72-6053

　富士河口湖町船津１７５４

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時
※ 未就学児は必ず保護者と一緒に活動
　 してください。

日　時３月２８日（金）午前１０時３０分～ 

小学生　４０人（定員になり次第締め切ります）
幼児の参加も可能ですが、
保護者同伴でお願いします。 

参加費２００円 なし

申し込み ３月１８日（火）～

持ち物

参加費２００円

参加費 １組１００円

参加費 ５０円

なし持ち物

上履き（子どものみ）持ち物

定　員

日　時３月２６日（水） 　午前１０時～ 

日　時３月２９日(土)　午後１時３０分～ 

小学生
幼児(保護者同伴でお願いします) 

対　象

日　時３月２７日（木）　午後2時～ 

日にち３月３０日（日） 

小学生　２５人
（定員になり次第締め切ります） 

定　員

参加費 １組 １００円

日　時３月２２日（土）午前１０時３０分～ 

就園児(4･5･６才)と親　２５組　
（定員になり次第締め切ります） 

定　員

２月２日(土)に「こどみら豆まき大会」をしました。集まったお友達みんなで、今年もケガ無く楽し
く過ごせるように「鬼は外！福は内！」豆まきをしました。ボランティアグループ“魔女の宅急便”の
皆さんによる「泣いた赤鬼」、豆を入れる枡作り、まいた豆を使っての楽器作り等に真剣に取り組
んでいました。都留文科大学“りずむ屋本舗”の皆さんと、手作り楽器を使っての合奏は、たいへ
んにぎやかでした。春休みも人気の教室がいっぱいです。お友達を誘って「こどみら」に集まろう！

牛乳ができるまでのお話と、バター作りを

体験してみよう！

“だるまさんがころんだ”や“かごめかごめ
”など、大勢で楽しむ昔の遊びで、思いっき
り体を動かそう！

昔の人たちが使っていたアクセサリー（ペ
ンダント）を作ります。

お父さんやお友だちと楽しく体を動かして、健
康な体を作り、スポーツの楽しさを知ろう！ス
ポーツインストラクターが指導してくれます。

みんなが楽しみにしている教室の一つ。
今回は就園児対象で、マット運動も楽し
めます。

フリ！フリ！バターづくり
牛のすごさ もぉーたいへん

フリ！フリ！バターづくり
牛のすごさ もぉーたいへん

フリ！フリ！バターづくり
牛のすごさ もぉーたいへん

古代アクセサリーづくりに挑戦！
こどみら古代教室第3弾！

古代アクセサリーづくりに挑戦！
こどみら古代教室第3弾！

古代アクセサリーづくりに挑戦！
こどみら古代教室第3弾！

みんなでワイワイ
伝承遊び

みんなでワイワイ
伝承遊び

みんなでワイワイ
伝承遊び

トランポリン
親子ｄｅリン！リン！

トランポリン
親子ｄｅリン！リン！

トランポリン
親子ｄｅリン！リン！

定　員 なし参加費 申し込み持ち物

定　員 なし参加費 申し込み持ち物

時　間 定　員 参加費内　容

申し込み ３月１７日（月）～

申し込み ３月１２日（水）～

申し込み ３月１９日（水）～　
（定員になり次第締め切ります）

※今回は記録証が渡されます。

レッツ！クライミング！レッツ！クライミング！レッツ！クライミング！

春休み 体操教室春休み 体操教室春休み 体操教室

★3/9～4/5の
カレンダー★

① 幼児親子教室　午後１時３０分～２時３０分

　４・５才の幼児と父親　２０組

② 児童体操教室　午後３時～４時

　小学校１～３年生の児童　３０人

＊ふれあい遊びやレクレーションゲーム
  などを行います。

＊跳び箱・マット（前転・後転）・鉄棒（逆上
  がり）などを行います。

ディズニー映画「ターザン」
森の映画会

ディズニー映画「ターザン」
森の映画会

ディズニー映画「ターザン」
森の映画会

日　時３月１６日（日）午後 １時３０分～ 

定　員 なし参加費 申し込み持ち物

★春休み特別企画★３月１日(木)より子ども未来創造館児童クラブの入会申請書を配布します。原則として就労
等によりご家庭に保護者のいない、4～6年生までの児童が対象です。定員は50名、長期休業
期間中や学校休業日のみの利用希望の方また、お子様が1～3年生までで入会のご希望の方
はご相談ください。なお、申請書の受付は3月１5日(土)までとさせていただきます。申請書
の配布・受付は子ども未来創造館窓口にて行います。

2月2日（土）2月2日（土）2月2日（土） こどみら豆まき大会こどみら豆まき大会こどみら豆まき大会

3月20日

FKはんず企画
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3月20日(金)は、祝日の為、
　  28日(金)は館内整理の為休館です。

0555-73-1212　　　　05550555‐73-1358

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　  library@fujikawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

ブラウンベア読み聞かせ会（えいご）
  3月11日（火）

うさぎのおやこ読み聞かせ会
　　　　　　3月25日（火）

パパのえほんタイム
　　　　　　3月  8日（土）

エトワールの会読み聞かせ会
　　　　　　3月22日（土）

ピコタイム　毎週水曜日

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

●小学生低学年対象 〈午後４時３０分～〉
大　石 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１８日

１２・２６日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

3月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

★第17回読書会★★第17回読書会★
読書会とは・・皆で同じ本を読んで、その本について　　　

　　　思った事や、感じた事についておしゃべりします。

日程：３月２２日（土）　午後２時～

場所：生涯学習館　学習室1

定員：１５名　（年代は問いません。）

課題図書：「神様のボート」江國香織/著　新潮社

　　　　　　　本は生涯学習館で用意します。

の受賞作品の展示をしています。

注目の各種文学賞注目の各種文学賞注目の各種文学賞 （Ｈ18～20）

２００７年

　「心に残った一冊」
（朝日新聞より）

本の展示をしています。

★小説も楽しい～

　でも時には、ノンフィクションもどう？

　読んだことのない本があるかもしれませんよ。

　この機会にお手にとっては、いかがですか？

●�「ライフアルバム」　いきものがたり

●�「ａｙｕ－ｍｉ－ｘ６ GOLD」　浜崎あゆみ

●�「ＥＸＩＬＥ　CATCHY ＢＥＳＴ」　ＥＸＩＬＥ

●�「ＷＩＳＨ」　　伊藤由奈

●�「Ｊｕｐｉｔｅｒ～平原綾香ベスト」　平原綾香

●�「Ｉ　Ｌｏｖｅ A  Pｉａｎ 」　今井美樹

●�「ＴＨＥ　ＦＡＣＥ」　ＢｏＡ

● 「決定版こどものうた　～最新ヒット曲集～」

★これからの新着CD案内★★これからの新着CD案内★

　生涯学習館では、

町民の皆様が定期

的に購入していて、

お読みになった雑

誌を寄贈して頂き

まして、その雑誌の

有効利用を目的とし、利用者の皆様がお互いに、

雑誌の利用が出来たらと考えております。

もし寄贈して頂いた雑誌は生涯学習館では購入せ

ず、新タイトルの雑誌を購入していきたいと思い

ます。

できましたら、4月からこのような計画を考えてい

ます。

　町民の皆様方のご協力をお待ちしています。

定期的に雑誌の
寄贈をしてくださる方

募集中



広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会
の
お
さ
そ
い

「
ゆ
め
の
木
保
育
園
」
平
成
20
年
度
入
園
案
内

 
(

財)

富
士
桜
育
英
会

　
　
第
22
回
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

～
か
け
な
い
　
す
わ
な
い
　
の
ま
な
い
～
マ
ー
ジ
ャ
ン

　
雀
健
倶
楽
部
主
催
　
第
11
回
健
康
麻
雀
大
会

＝
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

　
　
平
成
20
年
度
　
普
通
課
程
　
訓
練
生
募
集

募

集

　
経
済
的
理
由
で
、
高
等
学
校
に
就
学
困
難
な
学
生
に
対

し
て
奨
学
金
を
援
助
し
ま
す
。

■
奨
学
金
　
毎
月
７
万
円
×
３
年
間 

(

※
返
済
不
要)

■
対
象
　
　
学
校
長
に
よ
る
推
薦
者
の
中
か
ら
、
財
団
の

　
　
　
　
　
選
考
委
員
会
で
７
～
９
人
を
決
定

■
申
込
み
　
高
等
学
校
入
学
後
５
月
末
ま
で
に
学
校
へ 

　
　
　
　
　
申
し
込
み
、学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と
。

※
奨
学
金
賛
助
会
員
募
集

　
富
士
桜
育
英
会
は
、
富
士
北
麓
地
域
の
有
志
の
皆
さ
ん

の
善
意
の
持
ち
寄
り
金
（
賛
助
会
費
）
に
よ
り
昭
和
62
年

に
発
足
し
現
在
ま
で
に
1
7
4
人
も
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
苦
学
生
を
援
助
で
き

る
よ
う
、
賛
助
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　(

財)

富
士
桜
育
英
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
24-

２
３
３
１

■
日
　
時 

３
月
15
日(

土)

午
後
２
時
～
3
時 

え
ん
ど
う

　
　
　 

 
 

３
月
16
日(

日)

午
後
２
時
～
3
時 

唐
辛
子
　

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
5
0
0
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
72-

６
２
３
３
）

※
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
の
で
、
短
時
間
で
か
わ
い
い
作
品
が
仕

　
上
が
り
ま
す
。是
非
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　

■
日
　
時
　
３
月
25
日(

火)
 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

■
参
加
資
格
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
出
来
る
方
。
老
若
男
女
国

　
　
　
　
　
　
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
！

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル(

勝
ち
抜
き
得
点
順
位)

■
参
加
費
　
一
〇
〇
〇
円

■
賞
　
品
　
優
勝
他
参
加
賞
等
あ
り

■
締
切
り
　
３
月
18
日(

火)

　
午
後
５
時

■
定
　
員
　
24
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り)

●
申
込
先
　
℡
72
‐
１
５
２
３(

横
地)

※
昼
食
・
飲
み
物
付
き

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
毎
週
火
曜
日
中
央
公
民
館
で
開

　
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
不
思
議
な
ダ
ン
ス
。
８
人
と
号

令
を
か
け
る
人
が
い
れ
ば
ど
こ
で
も
踊
れ
る
ダ
ン
ス
。
頭

と
体
の
体
操
で
す
。
男
女
及
び
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お

一
人
で
も
お
友
達
同
士
で
も
結
構
で
す
。
一
度
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

【
初
心
者
講
習
】

■
日
　
時
　
４
月
３
日(

木)

～

　
　
　
　
　
毎
週(

木
曜
日)

午
後
７
時
30
分
～
10
時

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

■
費
　
用
　
会
費
は
１
ヶ
月
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
含)

　

　
　
　
　
　
但
し
２
回
ま
で
は
無
料
体
験
と
な
り
ま
す
。

※
４
月
５
日(

土)

か
ら
は
、
小
立
の
林
公
民
館
で
も
講
習

　
会
を
実
施
し
ま
す
。
午
前
９
時
～
11
時
30
分
。
子
供
は

　
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
小
川
君
江
　
℡
73
‐
２
６
０
２

　
ゆ
め
の
木
保
育
園
は
４
月
よ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
「
ド

リ
ー
ム
ツ
リ
ー
」
の
認
可
私
立
保
育
所
部
門
と
し
て
開
園

す
る
予
定
で
す
。
認
定
子
ど
も
園
は
、
マ
リ
ア
国
際
幼
稚

園
と
保
育
所
が
協
力
し
て
幼
児
の
保
育
及
び
教
育
に
当

た
る
組
織
で
、
子
育
て
支
援
、
一
時
保
育
、
育
児
相
談
な
ど

に
応
じ
ま
す
。
　

■
願
書
受
付
　
３
月
10
日
よ
り

■
対
象
児
　
１
歳
児
　
５
名
　
２
歳
児
　
18
名

■
受
付
日
時
　
月
～
金
曜
日
、
午
後
６
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
土
曜
日
午
前
中
（
要
事
前
連
絡
）

■
説
明
会
　
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
～
12
時

●
問
合
先
　
ゆ
め
の
木
保
育
園

　
　
　
　
　
　
（
℡
72
‐
４
３
２
０
）

　
　

■
期
　
間
　
各
課
と
も
２
年
間(

４
月
入
校)

　
　
　
　
　
訓
練
日
・
時
間
は
各
課
に
よ
り
異
な
る

■
職
　
種
　
木
造
建
築
科
・
配
管
科
・
左
官
科
・
塗
装
科
・

　
　
　
　
　
建
築
板
金
科
　

■
月
　
謝
　
会
員
　
３
千
円
　
会
員
外
　
五
千
円

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

■
締
切
り
　
３
月
31
日
（
月
）

■
申
　
込
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
℡
22
‐
5
2
1
4

＝
２
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座
＝

■
日
　
時
　
４
月
上
旬
～
32
日
間
　
午
後
６
時
～
10
時

■
受
講
料
　
会
員
４
万
円
、
会
員
外
４
万
２
千
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途
）
）

＝
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
験
準
備
講
座
＝

■
日
　
時
　
５
月
上
旬
～
18
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
受
講
料
　
会
員
３
万
円
、
会
員
外
３
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
℡
22-

5
2
1
4

～
働
き
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
～



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

＝
富
士
吉
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

映
画
「
不
都
合
な
真
実
」
を
上
映
し
ま
す

春
休
み
子
ど
も
の｢

き
こ
え｣

と｢

こ
と
ば｣

の

　
相
談
会
の
お
知
ら
せ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
～
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
～

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、職
業
訓
練

　
な
ど
に
か
か
る
様
々
な
能
力
開
発
講
座
を
開
講
！

借
金
問
題
、成
年
後
見
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

　
　
　
《
無
料
法
律
相
談
会
》

｢

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ま
な
し
探
検
隊｣

　
　
　
　
　
施
設
見
学
・
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

お
知
ら
せ

　
小
学
生
を
対
象
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
見
学
、
体

験
学
習
を
行
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
問
題
等
か
ら
太
陽
光

や
小
水
力
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
時
　
３
月
22
日(

土)

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
集
　
合
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
内
　
容
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精
製
、
都
留
市

　
　
　
　
　
家
中
川
小
水
力
発
電
所
見
学
、
自
然
エ
ネ
ル

　
　
　
　
　
ギ
ー
・
環
境
学
習
会(

環
境
科
学
研
究
所)

■
対
　
象
　
小
学
校
４
年
生
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　
20
組(

40
名)

程
度
、
参
加
無
料

●
問
合
先
　
県
庁
県
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-
1
3
5
0
　

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
3
5
4

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
。電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

■
日
　
時
　
３
月
20
日(

木)

・
21
日(

金)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校(

山
梨
市
大
野)

幼
児
指
導
室

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
�
で
日
時
を
予
約
し
て

　
下
さ
い(

締
切
り
は
３
月
17
日
午
後
５
時)

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
完
全
個
別
予
約
制
で
秘

　
密
は
厳
守
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時
受
付
け

　
て
い
ま
す
。
但
し
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
こ

　
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
�
0
5
5
3-

22-

1
3
7
8
　

　
　
　
　
　
�
0
5
5
3-

22-

6
4
1
9

　
　
　
　
　e

-
m
a
i
l

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

　
　
　
　 

 

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
中
込

■
日
　
時
　
３
月
22
日(

土)

　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時(

要
予
約)

■
場
　
所
　
大
月
市
民
会
館
　
第
２
会
議
室

　
　
　
　
　(

大
月
市
御
太
刀
2-

11-

22)

※
開
催
地
在
住
者
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

●
予
約
・
問
合
せ
先
　
℡
0
5
5-

2
5
3-

2
3
7
6

〈
改
正
ポ
イ
ン
ト
〉

�
労
働
条
件(

労
働
基
準
法
の
義
務
に
加
え
、
昇
給
、
退

　
職
手
当
、
賞
与
の
有
無)

を
明
示
し
た
文
書
交
付
の
義

　
務
化
・
待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
事
項
の

　
説
明
義
務
化
。

�
す
べ
て
の
パ
ー
ト
労
働
者
に
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
確

　
保
の
推
進
。
特
に
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
パ

　
ー
ト
労
働
者
の
待
遇
に
つ
い
て
、
差
別
的
取
り
扱
い

　
の
禁
止
。

�
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進
。

�
事
業
所
内
で
の
苦
情
処
理
、
紛
争
解
決
援
助
の
た
め

　
の
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
助
言･

指
導･

勧
告
、

　
均
衡
待
遇
調
停
会
議
に
よ
る
調
停
の
実
施
。

●
詳
細
は
山
梨
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　(

℡
0
5
5-

2
2
5-

2
8
5
9)

へ

■
講
座
内
容
　
接
遇
・
応
対
の
た
め
の
中
国
語
、
初
心
者

　
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
ド
（
基
礎
・
応
用
）

■
受
講
料
　
各
２
１
０
０
円

■
会
場･

申
込
み･

問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

 
 

　（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
、℡
0
5
5
3-

32-

5
2
0
2
）

後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
！

　
自
動
車
の
運
転
者
は
、
助
手
席
以
外
に
つ
い
て
も
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
者
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

☆
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
必
要
性
☆

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な
い
と
、
前
席
乗
員
が
頭

部
に
重
症
を
負
う
確
立
が
着
用
時
の
51
倍
に
も
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
時
速
40
キ
ロ
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
正

面
衝
突
し
た
場
合
、
体
重
の
30
倍
以
上
の
衝
撃
で
乗
員
同

士
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
と
て
も
危
険
で
す
。

　
常
日
頃
か
ら
、
後
部
座
席
に
い
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
、
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
を
心
か
げ
ま
し
ょ
う
！

　
昨
年
の
「
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
受
賞
作
品
で
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
の
ア
メ
リ
カ
元
副
大
統
領
　
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
の

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
活
動
を
記
録
し
た
映
画
「
不

都
合
な
真
実
」（
文
部
科
学
省
特
選
）
の
上
映
会
を
実
施
し

ま
す
。
郡
内
で
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

■
日
時
　
３
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
４
時
～
、
午
後
７
時(

２
回
上
映)

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
大
人
７
０
０
円
　
学
生
５
０
０
円

■
問
合
先
　
環
境
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
主
催
）

　
　
　
　
　
　
北
井 

℡
0
9
0
‐
3
0
9
7
‐
3
1
9
0
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お
随
神
さ
ま

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
1
月
19
日
か
ら
2
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

小
佐
野
美
羽
　
　
広
　
明
　
良
　
美
　
船
津

渡
邉
　
　
楓
　
　
　
猛
　
　
し
の
ぶ
　
船
津

白
壁
　
莉
菜
　
　
喜
　
博
　
貴
　
子
　
船
津

山
口
　
美
咲
　
　
賢
　
治
　
優
　
子
　
船
津

濱
田
百
々
香
　
　
一
登
志
　
美
恵
子
　
船
津

渡
邊
ひ
か
る
　
　
　
勝
　
　
い
づ
み
　
船
津

渡
邊
　
一
樹
　
　
良
　
彦
　
厚
　
子
　
船
津

丹
澤
　
実
咲
　
　
　
誠
　
　
和
　
江
　
船
津

吉
井
　
晴
咲
　
　
秀
明
　
　
美
　
保
　
船
津

荒
井
　
寧
心
　
　
達
也
　
　
　
香
　
　
船
津

渡
邊
　
暖
乃
　
　
友
　
春
　
美
　
幸
　
小
立

古
屋
　
奏
都
　
　
正
　
樹
　
奈
津
子
　
小
立

堀
内
　
蒼
偉
　
　
正
　
樹
　
麻
　
衣
　
小
立

渡
邊
　
小
春
　
　
一
　
樹
　
晃
　
代
　
小
立

小
俣
路
羽
磨
　
　
淳
也
　
　
久
美
子
　
小
立

中
村
　
野
七
　
　
　
剛
　
　
里
　
香
　
河
口

松
島
　
大
和
　
　
　
博
　
　
真
　
紀
　
河
口

高
部
　
莉
奈
　
　
敏
　
雄
　
京
　
子
　
勝
山

流
石
　
柚
奈
　
　
雅
　
年
　
か
お
り
　
勝
山

在
原
　
匠
輝
　
　
　
正
　
　
飛
　
鳥
　
勝
山

朝
比
奈
ゆ
ず
　
　
　
茂
　
　
朋
　
子
　
大
嵐

後
藤
　
　
央
　
　
貴
　
仁
　
み
よ
子
　
富
士
ヶ
嶺

外
川
　
知
子
　
62
歳
　
外
川
　
英
樹
　
船
津

松
浦
　
菊
子
　
59
歳
　
松
浦
　
清
久
　
船
津

白
壁
　
　
進
　
82
歳
　
白
壁
三
代
子
　
船
津

外
川
ア
キ
子
　
79
歳
　
外
川
　
治
八
　
船
津

長
山
ま
つ
ゑ
　
88
歳
　
長
山
　
和
男
　
船
津

み
　
わ

り
　
な

か
ず
　
き

こ
　
は
る

の
　
な

り
　
な

ゆ
う
　
な

し
ょ
う
き

や
ま
と

な
か
ば

ろ
　
う
　
ま

み
　
さ
き

み
　
さ
き

し
ょ
う
き

ね
　
ね

の
　
の

あ
お
　
い

か
な
　
と

も
　
も
　
か

か
え
で

　
今
回
は
視
点
を
変
え
て
、
都
留
市
の
内
藤
恭
義
先
生
が
執
筆

し
た
『
郡
内
の
民
話
』
の
中
の
一
節
を
紹
介
し
ま
す
。

　
御
室
浅
間
神
社
と
い
え
ば
、
源
義
光
も
参
詣
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
古
い
神
社
で
、
小
林
尾
張
守
正
喜
の
庇
護
を
受
け
、
武
田

信
玄
（
晴
信
）
も
娘
の
安
産
祈
願
や
戦
勝
祈
願
に
訪
れ
た
ほ
ど

の
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
そ
の
里
宮
、
冨
士
御
室
浅
間
神
社
は

富
士
山
の
護
り
神
、
木
花
咲
耶
姫
命
を
祀
る
多
く
の
浅
間
神
社

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
広
い
社
叢
（
境
内
地
）
の
中
に
本
殿
、
拝

殿
、
幣
殿
は
も
ち
ろ
ん
、
中
門
に
随
身
門
ま
で
そ
な
え
た
立
派

な
神
社
で
す
。

　
随
身
門
の
中
に
は
土
地
の
人
々
か
ら
「
お
随
神
さ
ん
」
と
親

し
く
呼
ば
れ
て
い
る
弓
矢
を
背
負
っ
て
い
て
も
戦
に
備
え
て

待
機
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
せ
い
ぜ
い
朝
日
の
差
す
と
き

に
木
花
咲
耶
姫
命
を
出
迎
え
、
夕
日
が
沈
む
と
き
見
送
る
と
い

う
の
が
仕
事
で
し
た
。
木
花
咲
耶
姫
命
は
昼
間
の
う
ち
に
神
社

を
訪
れ
る
参
詣
者
の
た
め
に
本
殿
の
中
で
願
い
事
を
聞
き
、
夕

暮
れ
と
と
も
に
富
士
山
二
合
目
本
宮
に
帰
り
、
ほ
の
か
に
朝
の

光
が
差
し
始
め
る
頃
ま
た
里
宮
社
に
戻
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
富
士
を
背
に
朝
日
に
映
え
る
姫
の
姿
と
い
え
ば
何
に
例
え

よ
う
も
な
く
美
し
い
も
の
で
し
た
。
お
随
神
さ
ん
は
男
性
で
す

が
、
神
々
の
中
で
も
一
番
美
し
い
神
（
姫
）
を
護
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
も
ち
、
美
し
い
姿
に
朝
と
夕
お
目
に

か
か
る
こ
と
だ
け
で
満
足
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
て
神
社
が
造
ら
れ
て
以
来
、
何
十
年
も
護
り
続
け
て

い
た
の
で
す
が
、
参
詣
に
訪
れ
る
人
々
が
奇
妙
な
こ
と
を
言
う

の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
「
お
浅
間
さ
ん
に
お
参
り
し
た
ら
今
度
は
弁
天
さ
ん
に
お
参

り
に
行
こ
う
ね
」
と
か
「
今
度
鵜
の
島
に
祀
ら
れ
た
弁
天
さ
ん

は
艶
っ
ぽ
く
て
き
れ
い
だ
ね
」
と
か
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
話
を
総
括
す
る
と
、
富
士
の
麓
、
こ
の
浅
間
神
社

の
す
ぐ
北
の
河
口
湖
に
浮
か
ぶ
鵜
の
島
に
　
　
嶋
神
社
が
あ

り
、
こ
こ
に
豊
玉
姫
命
が
奉
斉
さ
れ
境
内
社
が
弁
天
社
で
豊
玉

姫
命
の
妹
君
で
あ
る
玉
依
姫
命
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の

で
す
。

　
い
つ
も
琵
琶
を
抱
え
て
い
る
音
楽
芸
能
の
神
様
で
あ
り
、
商

売
繁
昌
蓄
財
の
神
様
で
も
あ
り
、
お
釈
迦
様
の
説
法
の
意
味
が

理
解
で
き
な
い
者
に
は
お
釈
迦
様
に
代
わ
っ
て
教
え
て
く
れ

る
と
い
う
優
し
い
女
神
で
も
あ
る
と
い
う
の
で
、
多
く
の
人
々

の
信
仰
を
得
て
、
お
弁
天
さ
ん
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。

　
こ
の
富
士
山
で
我
が
浅
間
さ
ん
以
外
に
お
参
り
す
る
神
社

が
あ
る
こ
と
な
ど
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
木
花
咲

耶
姫
命
以
外
の
神
様
が
い
て
、
そ
れ
も
た
い
そ
う
美
人
だ
と
聞

く
と
、「
我
が
守
護
す
る
木
花
咲
耶
姫
命
こ
そ
日
本
一
と
信
じ

て
い
る
の
に
、
そ
ん
な
美
女
が
い
る
と
は
聞
き
捨
て
な
ら
ぬ
。

ど
う
し
て
も
行
っ
て
確
か
め
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

偵
察
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
安
穏
な
日
が
続
く
の

で
、
つ
い
社
叢
の
ま
わ
り
を
巡
回
す
る
の
を
怠
っ
て
い
た
後
ろ

め
た
さ
も
あ
っ
て
、
お
随
神
さ
ん
は
お
つ
と
め
の
終
わ
る
日
没

を
待
っ
て
久
し
ぶ
り
に
随
身
門
を
抜
け
出
し
ま
し
た
。

　
河
口
湖
畔
に
降
り
立
っ
て
み
る
と
湖
中
に
浮
か
ぶ
鵜
の
島

が
こ
ん
も
り
と
闇
の
中
に
見
え
ま
し
た
。
普
通
の
神
な
ら
ば
天

に
昇
り
地
に
降
り
立
つ
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
お

随
神
さ
ん
は
神
社
を
護
る
神
な
の
で
す
。
天
に
昇
る
よ
う
で
は

社
の
護
り
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昇
天
の
神

通
力
を
授
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
目
の
前
に
あ
る
島
に

渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
や
む
を
得
ず
、
二
人
の
お
随
神
さ
ん
は
一
生
懸
命
に
岩
を
か

つ
い
で
き
て
は
、
湖
に
投
げ
込
み
、
歩
い
て
渡
れ
る
よ
う
に
と

仕
事
に
夢
中
に
な
り
、
空
が
白
み
始
め
て
も
気
付
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
夢
中
で
働
い
た
の
で
、
富
士
山
に
日
の
出
の
太
陽
の
光

が
キ
ラ
ッ
と
反
射
し
た
と
き
に
は
も
う
遅
か
っ
た
の
で
す
。

　
美
し
い
女
性
は
怒
り
出
す
と
恐
ろ
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

日
本
一
の
美
人
と
い
わ
れ
る
神
様
も
同
じ
で
す
。
山
の
背
比
べ

で
八
ヶ
岳
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
叩
き
の
め
し
て
し
ま
っ
た
と

い
わ
れ
る
気
性
は
結
構
荒
く
、
怒
り
出
せ
ば
手
が
つ
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
夜
明
け
と
と
も
に
里
宮
社
に
戻
っ
て
き
た
と
い

う
の
に
随
神
が
迎
え
に
出
て
い
な
い
の
で
、
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ

た
姫
は
た
ち
ま
ち
随
神
を
探
し
出
し
、
事
の
次
第
も
聞
か
ず

に
、
あ
と
少
し
で
地
続
き
に
な
る
ま
で
に
出
来
上
が
っ
た
地

橋
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
叩
い
て
瘤
だ
ら
け
の
岩
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
上
、「
私
以
外
の
女
に
心
を
寄
せ
よ
う
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
こ
と
」
と
、
や
き
も
ち
ま
で
起
こ
し
て
随
神
を

ひ
ど
く
叱
り
つ
け
、「
お
前
た
ち
の
よ
う
な
浮
気
者
の
随
神
は

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

し
ゃ
そ
う

へ
い
で
ん

う
が
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

と
よ
た
ま
ひ
め
の
み
こ
と

ほ
う
さ
い

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

び
わ

は
ん
じ
ょ
う
ち
く
ざ
い

じ
ん

つ
う
り
き

ひ
ご
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お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

井
出
美
佐
子
　
78
歳
　
井
出
　
利
明
　
船
津

長
野
　
純
治
　
53
歳
　
長
野
　
恵
子
　
船
津

外
川
　
す
ゑ
　
95
歳
　
外
川
　
文
雄
　
浅
川

渡
邊
　
　
侃
　
60
歳
　
渡
邊
　
幸
子
　
小
立

渡
邊
　
輪
子
　
86
歳
　
渡
邊
　
　
寿
　
小
立

渡
邊
　
又
一
　
67
歳
　
渡
邊
　
敏
一
　
小
立

古
屋
　
二
郎
　
80
歳
　
古
屋
　
　
宏
　
小
立

渡
辺
　
　
昭
　
64
歳
　
渡
邊
　
と
志
　
小
立

小
佐
野
　
海
　
8
歳
　
小
佐
野
祐
之
　
小
立

塩
澤
さ
と
子
　
78
歳
　
塩
澤
　
　
敦
　
河
口

堀
内
　
よ
し
　
83
歳
　
堀
内
　
　
勝
　
大
石

堀
内
み
つ
子
　
86
歳
　
堀
内
　
良
雄
　
大
石

武
藤
み
ち
子
　
75
歳
　
貴
家
さ
つ
き
　
大
石

小
佐
野
　
友
　
64
歳
　
小
佐
野
吉
江
　
勝
山

渡
邊
シ
ヤ
カ
　
96
歳
　
渡
邊
　
　
強
　
大
嵐

滝
口
ふ
み
子
　
81
歳
　
滝
口
　
雅
博
　
本
栖

馬
淵
　
き
く
　
98
歳
　
馬
淵
　
正
幸
　
富
士
ヶ
嶺

渡
邉
　
　
晃 

 

＝ 
 

渡
邊
　
幸
恵
　
船
津

坂
本
　
裕
司 

 

＝ 
 

片
田
　
香
子
　
小
立

渡
辺
　
久
純 

 

＝ 
 

羽
田
　
麻
美
　
西
湖
南

日 
 
 

時
　
4
月
8
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,830人
(＋19)

 12,718人
(＋10)

 13,112人
　(＋9)

 8,852  
(＋16)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

2月1日現在の
人口・世帯

も
う
い
ら
ぬ
。
こ
の
平
和
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
に
は
悪
い
も

の
は
い
ら
ぬ
ゆ
え
、
私
の
護
り
は
い
っ
そ
う
の
こ
と
無
邪
気
な

子
ど
も
の
方
が
良
い
」
と
北
口
本
宮
富
士
浅
間
神
社
（
富
士
吉

田
市
）
へ
転
勤
命
令
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
冨
士
御
室
浅
間
神
社
里
宮
の
随
身
門
に
は
大
男

に
代
わ
っ
て
お
雛
様
の
よ
う
な
可
愛
く
て
優
し
い
お
顔
の
お

随
神
様
が
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
の
例
祭
に
は
姫
を
乗

せ
た
神
輿
の
渡
御
に
あ
た
っ
て
は
直
接
神
輿
を
護
る
お
随
神

様
だ
け
で
な
く
、
お
供
の
拍
子
木
や
金
棒
ま
で
も
子
ど
も
た
ち

が
供
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
河
口
湖
が
減
水
す
る
と
、
飛
び
石
状
に
島
に
渡
れ
る
よ
う
な

形
を
呈
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
風
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
勝
山
地
区
の
河
口
湖
畔
の
人
々
は
い
つ
も
北
口
本
宮
富

士
浅
間
神
社
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
お
随
神
さ
ん
を
思
い
出
す

の
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
が
民
話
の
要
旨
で
す
が
、
実
際
の
お
随
神
の
状
況

と
何
か
関
連
が
あ
る
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
　
弁
天
さ
ま
　
す
な
わ
ち
　
玉
依
姫
命

　
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
で
綿
津
見
神
〔
海
を

司
る
神
〕
の
娘

　
う
が
や
　
　
草
葺
不
合
尊
の
妃
　
神
武
天
皇
　
五
瀬
命
（
神

武
天
皇
の
兄
）
ら
の
母

又
は
、
加
茂
建
角
身
命
の
女
　
火
電
神
婚
じ
　
加
茂
別
雷
神
を

生
む

　
身
に
神
霊
を
宿
す
女
の
通
称
で
魂
が
潜
む
姫
で
あ
り
、
顔
は

面
長
で
目
は
切
れ
目
に
一
重
ま
ぶ
た
、
鼻
は
真
っ
直
ぐ
伸
び
て

口
は
特
に
小
さ
く
色
白
の
真
の
美
人
で
姉
の
豊
玉
姫
命
よ
り

綺
麗
で
し
た
。

　
ま
た
、
転
勤
命
令
を
出
さ
れ
た
随
神
様
に
つ
い
て
、
転
勤
先

と
さ
れ
る
、
北
口
本
宮
富
士
浅
間
神
社
の
複
数
の
関
係
者
に
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
は
「
少
な
く
と
も
五
〇
〇
年
前
に
「
ア
ラ
ハ
バ
キ
」

と
い
う
人
物
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」

と
、
三
人
の
方
々
が
同
じ
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
冨
士
御
室
浅
間
神
社
の
随
身
門
は
大
正
十
年
、
当

時
の
勝
山
地
区
の
有
力
者
で
材
木
業
者
の
小
佐
野
薫
氏
に
よ

り
、
奉
納
建
造
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
と
き
に
随
神
様
も
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
両
浅
間
神
社
に
鎮
座
す
る
随
神
様
の
双
方

の
関
係
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
北
口
本
宮

富
士
浅
間
神
社
の
随
神
様
と
冨
士
御
室
浅
間
神
社
の
随
神
様

と
を
比
べ
て
み
る
と
、
ま
さ
し
く
大
人
と
子
ど
も
に
見
え
ま

す
。
（
写
真
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
文
化
財
審
議
委
員
　
小
佐
野
　
安
）

ひ
な

み
こ
し

わ
だ
つ
み
の
か
み

う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

い
つ
せ
の
み
こ
と

か
も
た
け
つ
の
み
の
み
こ
と

ひ
の
い
か
ず
ち
の
か
み

か
も
わ
け
か
ず
ち
の
み
こ
と

北口本宮富士浅間神社左大臣北口本宮富士浅間神社左大臣

北口本宮富士浅間神社右大臣北口本宮富士浅間神社右大臣

御室浅間神社左大臣御室浅間神社左大臣

御室浅間神社右大臣御室浅間神社右大臣
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「
広
報
富
士
河
口
湖
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は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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富
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河
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２４

「勝ち負けのないスポーツ」の世界祭典

２００９年５月１４日（水）～１７日（日）開催

スローガン 富士山に、世界が集まる４日間。

～世界中の人々と楽しく歩きましょう。多くの町民の参加をお待ちしています。～

２００９年はＩＶＶオリンピアードで世界と「歩け」を楽しみましょう

ＩＶＶオリンピアード

　富士山麓の雄大な「自然」、その中での「健康づくり」、自然や人のふれあいによって得る「精神的充

実感」の３つを基本理念に“ウォーキング”“サイクリング”“スイミング”の３種目を主に実施いたします。

国内外の延べ約３万人の参加者を見込む本大会を通じて、世界各国の人々の健康づくりへの意識の啓発

と親睦・交流を図り、また、山梨県の富士山・富士五湖地域の国内外への認知向上を目指します。

シンボルマーク

　地球マークで“世界の祭典”を表し、

富士山マークで“日本での開催”をイメージしました。

マスコット

ＹＡＫＫＯ【ヤッコ】

　日本で行われることを強く意識し、外国の人にもひとめでわかる「折

り紙」をモチーフにしたキャラクターです。

山梨県の伝統工芸の和紙も意識しています。

質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

EC00J0306

　
○
日 

程
　
3
月
20
日
（
木
）
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

※
相
談
員
　
穂
阪
四
郎 

(

℡
72-

0
6
2
9)

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日 

時
　
3
月
12
日
（
水
）・
17
日
（
月
）・
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
26
日
（
水
）  

午
後
１
時
～
4
時

　
◆
場 

所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　  

℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

行政相談・心配ごと相談日

3月20日(木)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

町中央公民館

足和田出張所

精進出張所

勝山ふれあい
センター

午前10時～
　　午後2時

午前10時～12時

午後1時～4時

午後1時～3時

白壁　勝雄　　72-0143　　　　　小佐野成太郎　83-2320
梶原　一榮　　82-2446　　　　　渡辺　袈裟司　87-2316

町の行政相談委員さんは

県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談

３
月
の
多
重
債
務
相
談
日

場　所 時　間 弁護士相談

３月３日（月）から北富士有線テレビ放送での「こうほう富士河口湖」の放送枠が、

下記のように大幅に拡大されます。

　　　　　　　　　　　　　■チャンネル　アナログ⇒11　デジタル⇒111

　　　　　　　　　　　　　■放映日　月曜日～金曜日の午後２時３０分～　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　月曜日～土曜日の午後７時～

「こうほう富士河口湖」の放映枠が拡大！

＝３月から北富士有線テレビ放送分で＝

　今年の町民カレンダーにおいて、曜日（木曜日の英語表記）や数字表記（２月の第１週）などに

ついて誤りがありました。お詫び申し上げるとともに、今後は間違いのないよう注意いたします。
町民カレンダーでの誤植について


